
貸切バス借上料補助事業実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、障害者の自立と社会参加の促進を図ることができるよう、貸切バス借上料補

助事業（以下、「事業」という。）により障害者の団体活動における移動手段を提供し、もって障

害者の福祉の増進に資することを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、「貸切バス」とは、道路運送法（昭和 26年法律第 183号）第３条第１

号に規定する一般貸切旅客自動車運送事業を経営する者（本要綱においては市内のバス運行事業

者とし、以下「バス運行事業者」という。）がその事業の用に供する自動車をいう。 

 

（実施主体） 

第３条 事業の事務は社会福祉法人高岡市社会福祉協議会（以下、「市社協」という。）が実施する

ものとする。 

 

（利用資格） 

第４条 高岡市内に在住し、次に掲げる者とする。 

（１）身体障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）第 15条の規定により身体障害者手帳の交付

を受けた者。 

（２）富山県療育手帳交付要綱（昭和 49年富山県告示 165号）第２条の規定により療育手帳の

交付を受けた者。 

（３）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25年法律第 123号）第 45条の規定によ

り精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。 

（４）その他市社協会長が必要と認める団体。 

 

（利用目的） 

第５条 高岡市内の団体が実施する、次に掲げる事業を対象とする。 

（１）各種講習会及び研修会 

（２）各種相談会 

（３）機能回復訓練及びスポーツ 

（４）社会見学 

（５）その他市社協会長が必要と認める活動 

 

（利用人員） 

第６条 利用資格を有する者の最低利用人員は、おおむね次のとおりとする。 

  ・大型バスの場合 15名 

  ・中型バスもしくは小型バスの場合 ８名 

なお、最大利用人員（介護者を含む）はバスの乗車可能人員とする。 

 



（介護者の同乗） 

第７条 利用者のうち介護を要する者の利用に当たっては、介護者が同乗するものとする。なお、

介護者は介護能力のある者で必要最小限の人数とする。 

 

（利用要件） 

第８条 対象団体は、事業を実施するに当たり、次に掲げる全ての要件を満たすものとする。 

（１）富山県が実施する「富山県福祉バス設置事業」の利用ができないこと。 

（２）運行の範囲は、北陸３県及び新潟県、長野県、岐阜県とし、１回の利用日数は、原則とし

て２日以内とする。 

（３）１日の走行距離は原則として 280キロメートル（バス保管場所等の出発から帰着まで）以

内とする。 

（４）運行日及び利用時間は、バス運行事業者の営業日及び営業時間内とする。 

（５）出発及び帰着時の乗降場所は、原則として１箇所とする。 

（６）バスの利用者のうち介護を要する者があるときは、必ず介護者を同乗させること。 

（７）国や地方公共団体、その他団体等から同様の助成を受けていないこと。 

 

（利用者の負担） 

第９条 燃料費等としてバス借上料に１００分の３を乗じて得た額（中型バスもしくは小型バスの

場合は１０００分の１５を乗じて得た額）及び、以下の掲げる費用は利用者の負担とする。 

（１）有料道路通行料 

（２）駐車場使用料 

（３）乗務員の宿泊及び食事に要する費用 

（４）団体の都合により貸切バスの使用を取り消したことによる取消手数料 

（５）団体の故意・過失、善管注意義務違反、その他通常の使用を超えるような使用により生じ

る清掃費用等 

２ 市社協は、バス運行事業者の請求に基づき利用者負担額を決定し、「バス借上料補助事業利用明

細及び利用者負担金請求書」（様式５号）により利用者に通知及び請求するものとする。 

 

（利用申請） 

第 10条 事業を利用しようとする者は、「貸切バス借上料補助事業利用申込書（様式第１号）」によ

り市社協に申し込みをするものとする。 

２ 市社協は、利用申し込みを受け、申請の内容が適当であると認めた場合は「貸切バス借上料補

助事業利用承認通知書（様式第２号）」により、また、申請の内容が適当でないと認めた場合

は、「貸切バス借上料補助事業利用不承認通知書（様式第３号）」により、申込者に通知するも

のとする。 

３ 申し込みの受付は利用を希望する日の６ヶ月前からとし、締め切りは利用日の 20日前とする。 

４ 利用申込者は、利用承認決定後申し込み内容に変更を生じた場合は「貸切バス借上料補助事業

利用変更・中止申出書（様式４号）」により直ちにその旨を市社協に届出をし、指示を受けなけ

ればならない。 



 

（交付対象経費） 

第 11条 補助金の交付対象経費は、貸切バスの借上料他市社協会長が必要と認めるものとする。 

 

第 12条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市社協会長が別に定める。 


